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＊射輯要旨
金子幸代氏は、 ①外国語と古典とで翻訳の姿勢に差があるか、 ②翻訳の姿勢の変化と日本語の変化
に相関関係はあるか、 ③翻訳をすることにより作品はどのように豊かになったかと尋ねた。発表者は、
①両方ともできるだけ原文に忠実に翻訳し、 ②③必要に応じさまざまな模索を行い、作品を豊かにし
たと答えた。
神野藤昭夫氏は、谷崎による源氏物語のいくつかある翻訳のそれぞれの特色を尋ねた。発表者は、
仮名遣いの違いの他はあまりないと答えた。
ロパート・キャンベル氏は、実際の文体の分析も視野に入れてみたらどうかと述べた。また、 ①古
語の口語体、②古語と西洋語の組み合わせについて尋ねた。発表者は①古語は、口語体にそのまま現
代慣用句としても使われており、理解しにくい物もある。②谷崎はわかりやすい言葉と古語を使うよ
うにしており、和製漢語も多少使ったと答えた。
最後に、座長の坪井秀人氏は他の作家と比較した方が良いと述べた。
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